
∩
・

（

・

■

とD・ ν哺

▼アメリカ合衆国との国境線をなすデトロイト川を行くカナダの船舶.向 こう側がデトロイトの都心

カナダの国土と交通
▼トロント大学地理学部の前にて
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鳳
Ｗ

土
形
成
と
交
通
の
関
係

カ
ナ
ダ
は
国
土
の
広
い
国
で
あ
り
、
国
内
に
広

く
分
布
す
る
天
然
資
源
を
開
発
し
、
そ
れ
を
国

の
内
外
の
市
場
に
送
り
出
す
こ
と
で
経
済
的
発

展
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て
き
た
‐
船
舶
、
鉄
道
、
道

路
な
ど
の
交
通
手
段
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
輸
送
に

と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
市
場
ま

で
の
距
離
が
長
い
た
め
輸
送
費

は
高
く
な
り
が
ち
で
あ
り
、
こ
れ

を
い
か
に
抑
え
る
か
が
常
に
課

題
と
さ
れ
て
き
た
〔
交
通
は
、
国

■
の
形
成
と
発
展
と
切
り
離
せ

な
い
フ
ア
ク
タ
ー
で
あ
り
、
そ
の
重

要
性
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

カ
ナ
ダ
の
交
通
事
情
に
つ
い
て

述
べ
る
前
に
、
こ
の
国
の
交
通
発

展
の
過
程
に
つ
い
て
一瞥
し
て
お

き
た
い
．
現
代
の
交
通
に
つ
な
が

る
前
提
と
し
て
、
交
通
の
歴
史
を

踏
ま
え
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
で
カ
ナ
ダ
の

建
国
は
一八
六
七
年
に
な
さ
れ
た
が
、

そ
れ
以
前
の
交
通
は
も
っ
ば
ら
水

上
交
通
が
主
流
で
あ
り
、
五
人

湖
と
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
を
結

ぶ
地
域
を
中
心
に
、
多
数
の
運
河

が
建
設
さ
れ
河
川
と
と
も
に
利

用
さ
れ
た
。
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川

で
は
、
航
行
し
や
す
い
よ
う
に
各
所
に
水
路
が
開

削
さ
れ
、
こ
の
水
運
は
国
土
の
発
展
に
対
し
て
非

常
に
重
要
な
役
割
を
呆
た
し
た
。

水
上
交
通
は
国
土
形
成
の
基
礎
を
つ
く
つ
た
が
、

一八
五
０
年
代
か
ら
始
ま
る
鉄
道
建
設
は
、
そ
れ

ま
で
の
交
通
を
．変
さ
せ
た
、
最
初
の
大
陸
横
断

鉄
道
が
一人
八
五
年
に
完
成
し
、
国
土
開
発
は
西

方
に
向
か
っ
て
一気
に
進
め
ら
れ
た

大
陸
横
断
鉄

道
の
建
設
で
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

（以
後
、
ア
メ
リ

カ
と
略
す
）
の
後
塵
を
拝
し
た
が
、
か
え
つ
て
新
し

い
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
り
、
カ
ナ
ダ
で
は
同
一地
域
に

複
数
の
路
線
を
建
設
し
て
無
理
な
競
争
が
行
わ

れ
た
た
め
鉄
道
経
営
は
昔
し
く
、
一九
二
〇
年
代

の
ピ
ー
ク
を
も
っ
て
鉄
道
の
時
代
は
終
わ
り
を
迎

えヽ
フ（υ．

鉄
道
が
船
舶
か
ら
乗
客
を
奪
っ
た
よ
う
に
、

一九
一
０
年
代
以
降
は
自
動
車
が
鉄
道
か
ら
乗

客
を
奪
っ
て
い
つ
た
。
自
動
車
は
カ
ナ
ダ
の
社
会
や

経
済
に
深
く
浸
透
し
、
生
活
を
変
え
、
産
業
構
造

を
変
え
、
郊
外
発
展
を
促
進
し
た
。
第
二
次
大
戦

後
は
、
国
Ｌ
発
展
の
た
め
の
道
路
建
設
が
盛
ん
に

行
わ
れ
、
政
府
支
出
額
も
急
増
し
た
。
九
四
九

年
に
ト
ラ
ン
ス
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
六
イ
ウ
エ
ー
の
工
事

が
始
ま
り
、
一九
七
〇
年
に
最
終
的
に
完
成
し
た
。

こ
れ
は
連
邦
と
州
の
共
同
事
業
と
し
て
行
わ
れ

た
が
、
同
様
な
建
設
事
業
は

九
五
八
年
か
ら
始

ま
る
世
界
最
長
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
六
イ
ウ
エ
ー
（七
、

八

一
■
）
で
も
実
施
さ
れ
た
．

国
上
の
広
い
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
、
航
空
輸
送
は

聾
「曇
墾
．一ど
一

碧́
一・‘ザ
留
　
・／
ノ
Ｅ
ヽ

ボ

綱
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自
動
車
以
上
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
二
九

三
七
年
に
ト
ラ
ン
ス
カ
ナ
ダ
土
ア
ラ
イ
ン
（現
在
の

エ
ア
・カ
ナ
ダ
）
が
設
立
さ
れ
、
国
際
間
の
輸
送
も

始
ま
っ
た
。
一九
四
二
年
に
設
立
さ
れ
た
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
・パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
上
ア
ラ
イ
ン
（現
在
の
カ
ナ
デ

イ
ア
ン
上
ア
ラ
イ
ン
・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
が
競

争
相
手
と
し
て
登
場
し
、
こ
れ
ら
二
大
航
空
会
社

は
カ
ナ
ダ
を
代
表
す
る
航
空
会
社
と
し
て
国
内

外
に
お
い
て
多
く
の
乗
客
・貨
物
を
輸
送
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

▲因一通システムの変化

他
の
先
進
諸
国
と
同
様
、
カ
ナ
ダ
で
も
近
年
、

交
通
に
効
率
性
と
競
争
原
理
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
一九
八
七
年
に
国
家
交
通
法
が
制
定
さ
れ
、

交
通
シ
ス
テ
ム
全
般
に
わ
た
っ
て
規
制
緩
和
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
主
な
目
的
は
、
ア
メ

リ
カ
に
比
べ
て
不
利
な
条
件
の
解
消
、
二
大
鉄
道

会
社
で
あ
る
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・ナ
シ
ョ
ナ
ル
・レ
ー
ル

ウ
エ
ー
（Ｃ
Ｎ
）
と
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・パ
シ
フ
イ
ツ
ク
・レ

ー
ル
ウ
エ
ー
（Ｃ
Ｐ
）
の
間
の
競
争
促
進
、
そ
れ
に
産

業
活
動
に
お
け
る
効
率
性
の
向
上
に
お
か
れ
た
。

こ
う
し
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、た
と
え
ば
、

鉄
道
運
賃
に
不
満
が
あ
る
荷
主
は
異
議
を
中
し

立
て
、
調
停
の
場
で
争
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
が

設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
の
輸
送
会
社
は
こ

れ
ま
で
運
賃
の
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
が

競
争
相
手
の
ア
メ
リ
カ
企
業
の
値
引
き
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
さ
れ
て
き
た
が
、
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
運

そヽ
　

場
を
く
つ
が
え
す
ほ
ど
の
効

砂
　

果
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

ま
　
　
で
あ
る
。

鳳
　
　
　
　
カ
ナ
か
ノの
一父
涌
一シ
ス
テ
ム

い
　

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

薇
　

い
る
第
二
の
要
素
は
、
北
ア

靴
　

メ
リ
カ
自
由
貿
易
協
定
す

９９
　
　
な
わ
ち
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
。

如

　

一九
九
四
年
か
ら
発
効
し
た

っ
　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
財
や
サ

マ難
　

―
ビ
ス
の
取
引
や
海
外
直
接

る。
　

投
資
と
並
ん
で
交
通
も
影

あ∝
　
　
郷音
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

¨

　

基
本
的
に
は
、
カ
ナ
ダ
と
ア

勢

　

メ
リ
カ
で
同
じ
ル
ー
ル
が
適

達ｍ

。　
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

旧
瑯

自
律
性
を
犠
牲
に
し
て
相

群
枷

手
側
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば

炒
調

な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
．
こ

融
衡

の
協
定
の
効
果
は
す
ぐ
に

▲鉄
の
　
現
れ
、
九
九
四
年
の
カ
ナ
ダ

賃
公
表
の
義
務
が
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
荷
主

が
長
距
離
で
荷
物
を
送
る
場
合
、
最
初
の
鉄
道

会
社
の
運
賃
に
不
満
が
あ
れ
ば
、
そ
の
先
か
ら
輸

送
を
引
き
継
ぐ
二
番
日
の
鉄
道
会
社
と
交
渉
し
、

そ
の
運
賃
を
最
初
の
鉄
道
運
賃
に
も
適
用
で
き

る
制
度
も
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
全
般
的
に
言

え
る
の
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
制
度
の
導
入
に
よ
っ

て
運
賃
の
あ
る
程
度
の
引
き
下
げ
は
実
現
さ
れ

た
が
、
こ
れ
ま
で
受
け
身
的
で
あ
っ
た
荷
主
の
立

か
ら
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
輸
送
量
は
前
年
に
比
べ
て
二

三
％
も
増
加
し
た
。
国
境
を
越
え
る
輸
送
で
は

ト
ラ
ッ
ク
が
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
一九
九
二
年
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸

送
の
八
〇
％
、
ま
た
カ
ナ
ダ
か
ら
の
輸
送
の
半
分

を
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
占
め
た
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
メ
キ
シ
ョ
も
加
わ
っ
て
い
る
た
め
、

カ
ナ
ダ
の
ト
ラ
ッ
ク
は
メ
キ
シ
ヨ
ま
で
行
く
こ
と
が

で
き
る
。
途
中
の
ア
メ
リ
カ
で
荷
物
を
積
み
込
ん

一三
‥
、
ｒ

．
■

●

一

、
年
一
　

、
．
．

■

．
′

一
Ｔ
二

一
一
■
Ｉ
■

●
ｔ

鉄道収入と乗客マイル数の推移

上986 87  88  89  9(〕   91   92  (り ■  94  95  9ら 年

塵轟日貨物!lス 入 ヨ■■旅客収入 -0-乗客マイル数
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た

、
こ

た

■

競
争
相
手
の
ア
メ
リ
ヵ
企
業
の
値
引
き
の
タ
ー
ゲ

ツ
ト
と
さ
れ
て
き
た
が
、
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
運

だ
り
、
降
ろ
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
二
九
九

四
年
の
カ
ナ
ダ
と
メ
キ
シ
ョ
と
の
間
の
船
舶
に
よ

る
輸
送
」里
は
、
四
年
前
に
比
べ
て
三
倍
も
増
加
し
た
。

ア
メ
リ
ヵ
と
の
間
の
輸
送
量
が
前
年
比
で
一八
％

に
と
ど
ま
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
伸
び
の
割
合
が
大

き
い
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
発
効
以
後
、

カ
ナ
ダ
の
輸
送
会
社
は
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
が
、

そ
の
反
面
、
ア
メ
リ
ヵ
企
業
の
カ
ナ
ダ
進
出
も
日

立
っ
て
い
る
二
九
九
四
年
に
カ
ナ
ダ
で
活
動
す
る

ア
メ
リ
ヵ
の
ト
ラ
ッ
ク
会
社
は
、
前
年
に
比
べ
て

一〇
％
増
加
し
た
ｃ

一　
　́〓・　
一一．　１
１
一．　―‐　　■〓　デ
　
・́　　　　　　．　́
　．　
　
１
　
．
一・■
―
．―　　‐　　‥

，
た「だ́
」́
」
い、
　ヽ一ヽ
′　
　ヽ
レ
ン、一一
下
‐　ン」
二ヽ」
」一一
一ｔ一
三
〓
，（
」
一し
い●

て
運
賃

の
あ
る
程
度

の
引
き

下
げ

は
実

現
さ
れ

た
が
、
こ
れ
ま
で
受

け
身

的
で
あ
っ
た
荷
主

の
立

Ａ四）通システムの現況

現
在
、
カ
ナ
ダ
の
交
通
は
船
舶
、
鉄
道
、
自
動
車
、

航
空
機
、パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
以
上
、
五
つ
の
手
段
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
船
舶
交
通
で
は
、

全
国
に
分
散
す
る
大
小
合
わ
せ
て
二
、
四
〇
〇
の

港
湾
が
活
動
の
拠
点
で
あ
る
。
海
外
貿
易
の
拡

大
に
と
も
な
い
、
カ
ナ
ダ
の
港
湾
を
経
由
す
る
貨

物
日一咀
は
増
大
傾
向
に
あ
り
、
一九
九
五
年
は
こ
れ

ま
で
の
記
録
を
塗
り
替
え
る
二
・

六
億
ト
ンが
取
り
扱
わ
れ
た
。
と
り

わ
け
日
本
へ
の
石
炭
輸
出
が
増
え

て
い
る
バ
ン
ク
ー
バ
ー
、
石
油
輸
入
の

多
い
ノ
バ
ス
コ
シ
ア
州
ホ
ｌ
ヶ
ス
ベ
リ

ー
な
ど
の
港
湾
に
お
け
る
資
源
の

取
り
扱
い
量
が
多
い
．
こ
れ
に
対
し
、

国
内
の
船
舶
輸
送
は
振
る
わ
な
い

状
態
が
っ
づ
い
て
い
る
。
ヵ
ナ
ダ
で

も
つ
と
も
重
要
な
輸
送
ル
ー
ト
で

あ
つ
た
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
水
路
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
貨
物
ュ里
の
減
少

に
と
も
な
い
、
そ
の
役
割
が
以
前
に

比
べ
て
か
な
り
低
下
し
て
い
る
。

鉄
道
会
社
は
、
近
年
、
経
済
不
況
、

ア
メ
リ
ヵ
の
鉄
道
会
社
と
の
競
争
、

資
源
ベ
ー
ス
の
経
済
か
ら
サ
ー
ビ
ス

主
体
の
経
済
へ
の
転
換
な
ど
の
も

と
で
苦
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
き
た
。
収
入
の
大
半
は
貨
物

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
ｌｉ
ｔ
ｌ
子
レ
〓
三
二
一●
´
て
〓
隻

Ｉ
ヽ

カ
ナ
ダ
の
ト
ラ
ッ
ク
は
メ
キ
シ
ヨ
ま
で
行
く
こ
と
が

で
き
る
。
途
中
の
ア
メ
リ
ヵ
で
荷
物
を
積
み
込
ん

輸
送
か
ら
得
て
お
り
、
乗
客
の
鉄
道
離
れ
は
一九

九
〇
年
代
初
頭
の
不
況
以
降
、
一段
と
進
ん
で
い

る
（図
参
照
ヽ
二
大
鉄
道
会
社
の
Ｃ
Ｐ
と
Ｃ
Ｎ
は
、

競
争
力
を
つ
け
る
た
め
に
非
効
率
な
文
線
を
廃

上
し
て
き
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
ヵ
と
の
間
の
輸
送
力

を
増
強
す
る
た
め
に
、
Ｃ
Ｎ
は
セ
ン
ト
・ク
レ
ア
川

を
く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル
を
新
設
し
た
ｏ
Ｃ
Ｐ
は
こ
れ

に
対
抗
す
る
た
め
に
、
デ
ト
ロ
イ
ト
川
を
く
ぐ
る

ト
ン
ネ
ル
を
拡
幅
し
、
輸
送
時
間
の
短
縮
と
輸
送

力
の
強
化
を
図
っ
た
。
鉄
道
は
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る▲都市内を走るノ\zaEhA)tvhi*.* ぃが、スクールバスがこれにつし

バス運行収入の推移

87  88  89  90  91  1)2  'I1  9ri  95 
〔
'6年

悶都市問定;J11lf)送

ロスクールバス

口都市内輸送

ロチャ_夕・ 組・そのイ[!l

(lm′ 」ドル)

6,000

6,()00

4,000

3.000

2,000

1,o00

0

19B6

でヽ大きく、学校への送り迎え

かる。スヾがよく利用されていることがわ
用としてスクールノ
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ト
ラ
ッ
ク
と
競
争
す
る
一方
、
ト
ラ
ッ
ク
と
の
協
調

を
も
指
向
し
て
い
る
。
そ
の
一つ
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
行
で
あ
り
、ゴ
ム
タ
イ
ヤ
を
使
用

し
た
伸
縮
自
在
の
こ
の
ト
レ
ー
ラ
ー
は
、
鉄
道
で

も
ハ
イ
ウ
エ
ー
で
も
走
行
で
き
る
。
鉄
道
に
よ
る

旅
客
輸
送
は
、
国
営
の
Ｖ
Ｉ
Ａ
鉄
道
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
。
Ｖ
Ｉ
Ａ
は
以
前
に
比
べ
る
と
サ
ー
ビ

ス
水
準
を
落
と
し
て
お
り
、
一九
九
〇
年
代
に
は
い

く
つ
か
の
路
線
を
廃
止
し
た
ｃ
泊
ま
り
が
け
の
旅

行
で
鉄
道
を
利
用
す
る
カ
ナ
ダ
人
は
百
人
に
一人

の
割
合
で
あ
り
、
八
十
八
人
は
自
動
車
を
利
用
し

て
い
る
。
連
邦
政
府
は
鉄
道
事
業
に
常
に
か
か
わ

っ
て
き
た
が
、
一九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
鉄

道
へ
の
助
成
を
大
幅
に
削
減
し
た
の
に
加
え
て
、

国
営
の
Ｃ
Ｎ
鉄
道
の
民
営
化
（一九
九
五
年
）
を
実

施
し
た
。
一九
九
六
年
に
は
カ
ナ
ダ
交
通
法
が
制

定
さ
れ
て
鉄
道
事
業
の
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
、
今

後
は
短
距
離
輸
送
に
力
が
注
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

先
に
述
べ
た
Ｖ
Ｉ
Ａ
鉄
道
も
、
一九
九
六
年
は
政

府
補
助
が
五
千
万
ド
ル
削
減
さ
れ
た
が
、
三
七
〇

万
人
を
輸
送
し
丁
八
五
億
ド
ル
の
売
り
上
げ
収

入
を
得
た
。

鉄
道
か
ら
乗
客
や
貨
物
を
奪
っ
た
自
動
車
交

通
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
は
、
も
ち
ま
え
の
柔
軟
性
を

発
揮
し
て
、
そ
の
地
位
を
強
め
て
い
る
。
一九
八
六
年
、

ト
ラ
ッ
ク
は
運
輸
業
全
体
の
生
産
額
の
三
〇
％
を

占
め
た
が
、
一九
九
四
年
に
は
そ
の
割
合
を
四
〇

％
に
ま
で
高
め
た
。
ト
ラ
ッ
ク
会
社
は
、
鉄
道
、船
舶
、

航
空
の
各
輸
送
会
社
と
の
間
で
提
携
関
係
を
結
び
、

短
距
離
輸
送
や
ド
ア
・ツ
ー
・ド
ア
の
輸
送
を
よ
り

短
時
間
で
行
え
る
よ
う
に
工
夫
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
規
制
緩
和
に
と
も
な
い
、
ト
ラ
ッ
ク
業
は
倉

庫
業
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
業
を
経
営
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
多
様
化
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一九
九
二
年
は
不
況
の
影
響
で
利
益

率
は
二
・四
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
回
復
の

傾
向
に
あ
り
、
一九
九
五
年
の
大
手
ト
ラ
ッ
ク
会
社

の
売
り
上
げ
は
〓
二
億
ド
ル
を
上
回
っ
た
。

自
動
車
交
通
の
う
ち
、
都
市
を
中
心
と
し
て

乗
客
を
大
量
に
輸
送
し
て
い
る
の
は
バ
ス
交
通
で

あ
る
。
バ
ス
の
運
行
事
業
に
よ
る
収
入
を
百
と
し

た
場
合
、
六
九
・
％
（一九
九
六
年
）
は
都
市
内
輸

送
バ
ス
が
占
め
て
お
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
一九
・四
％

が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
（図
参
照
）
．
カ
ナ
ダ
で
は
生

徒
や
学
生
の
通
学
手
段
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

よ
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
う
し
た
数
字

に
現
れ
て
い
る
。
一九
九
四
年
、
都
市
内
輸
送
バ
ス

は
全
体
で
七
・七
六
億
キ
ロ
の
輸
送
を
行
っ
た
が
、
こ

れ
は
一九
九
二
年
に
比
べ
て
三
％
の

増
大
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
下
鉄
を

含
め
て
都
市
内
の
公
共
交
通
機
関

の
利
用
者
は
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、

一九
九
二
年
か
ら
一九
九
五
年
に
か

け
て
五
％
減
っ
た
。
地
下
鉄
は
ト
ロ

ン
ト
と
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
あ
る
の

み
で
あ
り
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
は
一部

を
地
下
走
行
す
る
軽
量
輸
送
機
関

の
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
が
運
行
さ
れ
て

い
る
。
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
も
つ

都
市
は
全
国
に
四
十
八
を
数
え
る
。

カ
ナ
ダ
の
航
空
輸
送
は
、
三
大
航

空
会
社
の
エ
ア
・カ
ナ
ダ
と
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
上

ア
・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

そ
れ
に
チ
ャ
ー
タ
ー
専
門
の
航
空
会

社
と
の
間
で
競
争
し
な
が
ら
行
わ

れ
て
い
る
。
一九
八
八
年
に
航
空
分

野
の
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
て
以
来
、

チ
ャ
ー
タ
ー
専
門
会
社
に
よ
る
国
内

シ
ェ
ア
が
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
。
一九

▲航空輸送でも1990年代初頭の不況の影響が認められるが、輸送量はその後、順調に回復してきている。

乗客と貨物の航空輸送の推移
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一還
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■
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一二
空
の
各
輸
送
会
社
と
の
間
で
提
携
関
係
を
結
び
、

短
距
離
輸
送
や
ド
ア
・ツ
ー
・ド
ア
の
輸
送
を
よ
り

九
二
年
は
通
常
の
航
空
旅
客
数
が
減
少
す
る
中
で
、

チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
よ
る
旅
客
数
が
前
年
に
比
べ
て

・
三
％
も
増
加
し
た
。
一九
九
五
年
現
在
、
チ
ャ
ー
タ

ー
専
門
会
社
は

、％
の
シ
ェ
ア
を
も
っ
て
い
る
。
チ

ャ
ー
タ
ー
専
門
会
社
の
活
躍
と
と
も
に
注
日
さ
れ

る
の
が
格
安
チ
ケ
ッ
ト
の
出
現
で
あ
る
〔．国
内
便

で
は
七
一％
、
国
際
使
で
は
八
０
％
が
こ
う
し
た
チ

ケ
ッ
ト
の
利
用
客
で
あ
り
、
一九
九
六
年
は
前
年
に

比
べ
て
航
空
運
賃
が
三
０
％
ほ
ど
安
く
な
っ
た
，

カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
航
空
機
に
よ
る

最
大
の
移
動
先
で
あ
る
が
二
九
九
一年
以
降
、
ア

メ
リ
カ
ヘ
の
旅
客
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
．
こ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
・ド
ル
に
対
し
て
カ
ナ
ダ
・ド
ル
が
安
く

な
っ
た
こ
と
が
一因
と
考
え
ら
れ
る
ｃ
そ
の
ア
メ
リ

カ
と
の
間
で
、
一九
九
五
年
に
オ
ー
プ
ン
・ス
カ
イ
協

定
が
結
ば
れ
た
，
こ
れ
に
よ
り
、
航
空
会
社
は
両

国
の
任
意
の
都
市
間
で
飛
行
機
を
自
由
に
飛
ば

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
そ
の
効
果
は
す
ぐ
に
現
れ
、

カ
ナ
ダ
の
都
市
か
ら
ア
ト
ラ
ン
タ
、
デ
ン
バ
ー
、
ミ
ネ

ア
ポ
リ
ス
な
ど
へ
行
く
四
十
人
の
路
線
を
含
む
九

十
七
の
路
線
が
新
た
に
開
設
さ
れ
た
。
オ
ー
プ
ン
・

ス
カ
イ
協
定
に
と
も
な
う
空
港
の
活
性
化
も
期

待
さ
れ
て
お
り
、
政
府
は
空
港
当
局
が
機
能
の
レ

ベ
ル
ナ

ッ
プ
や
商
業
化
を
進
め
る
よ
う
後
押
し
を

し
て
い
る
．

最
後
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
輸
送
の
現
況
で

あ
る
が
、
一九
九
五
年
、
カ
ナ
ダ
の
ハ
イ
ブ
ラ
イ
ン
を

通
じ
て
二
・０
七
億
立
方
に
の
石
油
が
輸
送
さ
れ
た
．

州
別
に
見
る
と
、
石
油
産
地
の
ア
ル
バ
ー
タ
が
六

九
％
を
占
め
て
も
っ
と
も
多
く
、
オ
ン
タ
リ
オ
の
一

三
％
、
サ
ス
カ
チ
ユ
ウ
ワ
ン
の
九
％
が
こ
れ
に
つ
づ
い

て
い
る
．
こ
の
年
、
カ
ナ
ダ
で
産
出
し
た
石
油
六
、

八
〇
〇
万
立
方
れ
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
国
外
に
輸

出
さ
れ
た
。
前
年
に
比
べ
て
八
％
の
増
加
で
あ
り
、

大
半
は
国
内
で
の
石
油
産
出
が
低
下
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
ヘ
向
け
て
の
輸
送
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
国
内
で
は
、

石
油
の
多
く
は
西
か
ら
東
へ
向
け
て
運
ば
れ
る
ｃ

も
っ
と
も
大
き
な
消
費
地
で
あ
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
は
、

ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
準
州
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
石
油

を
多
く
使
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
サ
ス
カ
チ
ュ
ウ
ワ
ン

州
に
二
〇
％
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
に
一二
％
を
依
存
し

て
い
る
．
ケ
ベ
ッ
ク
州
も
大
き
な
石
油
消
費
地
で

あ
る
が
、
こ
こ
は
海
外
か
ら
の
輸
入
石
油
に
依
存

す
る
割
合
が
大
き
い
二
九
九
五
年
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
輸
送
に
よ
る
営
業
収
人
は
十
二
億
ド
ル
で
あ
り
、

●
・́
、
ゴ
´́
　
　
´
】．
　
‐
三
●
■
三
一
．●

野
の
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
て
以
来
、

チ
ャ
ー
タ
ー
専
門
会
社
に
よ
る
国
内

シ
ェ
ア
が
伸
び
る
傾
向
に
あ
る
。
一九

前
年
に
比
べ
て
八
％
の
増
加
で
あ
っ
た
．

一九
九
二
年
に
、
カ
ナ
ダ
の
将
来
の
交
通
の
あ
る

べ
き
姿
に
関
す
る
勧
告
が
ロ
イ
ヤ
ル
・コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

か
ら
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、

交
通
手
段
の
利
用
者
や
提
供
者
を
正
当
に
扱
う

こ
と
、
安
全
性
と
環
境
に
配
慮
し
た
交
通
事
業

を
行
う
こ
と
、
そ
れ
に
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
）
勧
告
は
、
今
後
の
国
上
発
展
は
交

通
よ
り
通
信
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
も
述

べ
て
い
る
．
カ
ナ
ダ
の
国
土
形
成
と
発
展
に
大
き

く
寄
与
し
て
き
た
交
通
は
、
市
場
原
理
が
強
く

求
め
ら
れ
る
状
況
ド
で
、
そ
の
新
た
な
存
立
基
盤

を
模
索
し
て
い
る
．

▲トロントの都心を走る路面電車

▲航空輸送

▲トロントの郊外では、パーク・アンド・ライドが行われており、駅前には多くの車がとめら

れている
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